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１ はじめに 
 

平成 22 年４月 22 日、市長から川崎市環境審議会に対し、「今後のアスベスト環境対策の

あり方について」諮問がなされ、専門的な審議を行う必要があることから、具体的な審議につ

いて、公害対策部会に付議した。 

公害対策部会では、３回にわたり議論し、大気汚染防止法（以下「大防法」という。）で規定

されていない、スレート等の非飛散性アスベスト建材を使用した建築物その他の工作物（以

下「建築物等」という。）の不適正な解体、改造、補修作業（以下「解体作業等」という。）への

対策を中心に審議するともに、大防法で規定されている吹付けアスベスト等の飛散性アスベ

スト建材対策についても、その充実を図る観点から審議を行った。 

こうした審議を経て、このたび、今後のアスベスト環境対策のあり方について、環境審議会

として一応の結論を得たので、ここに答申する。 

なお、アスベストを使用した建築物等の解体作業等で発生した廃棄物について、その処

理時に飛散や不法投棄などの問題が懸念されるが、廃棄物の処理及び清掃に関する法律

において、処理基準の遵守及び産業廃棄物管理票（マニフェスト）の利用が義務付けられて

いることから、現段階では一定の対策が講じられているため、今回の検討の対象から除外し

ている。 
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